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令和７年６月２１日(土) 

２０２４年に日本銀行券のデザインが一新され、５千円札の肖像に津
つ

田
だ

梅
う め

子
こ

が採用されま

した。財務省のウェブサイトでは梅子について以下のように記されています。「１８７１年、

岩倉使節団に随行した最初の女子留学生の一人。１９００年に女子英学塾（現 津田塾大学）

を創立するなど、近代的な女子高等教育に尽力。」 

津田梅子は、当時国内では得られなかった高等教育の機会を求め、海外で自らの可能性に

挑戦しました。さらに、そのような機会を他の日本の女性にも与えるべく、奨学金制度をつ

くり後進を支援しました。梅子が華族女学校教員という安定した職を辞し、私塾を創設する

という決断ができた背景には、このような女性リーダー育成プログラムの成功体験があった

といえます。 

梅子は、複数回に及ぶ米国留学から何を得て、それをどのようにして日本の女子高等教育

に還元していったのか。本講演では、現代を生きる私たちの視点から、次世代育成にかけた

梅子の足跡を辿りたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回予告 7月１２日（土） 大倉山講演会  ヴィクトリア朝の岩倉使節団－幕末維新期における文

化接触と〈知〉をめぐる旅－   講師：太田 昭子（慶應義塾大学名誉教授）  

次世代育成にかける夢 
― 津田梅子のノブレスオブリージュの精神 ― 

◇時間：  

◇会場：横浜市大倉山記念館 ホール 

 

◇講師：髙
た か

橋
は し

 裕
ゆ う

子
こ

（津田塾大学学長） 

◇定員：８０名（入場無料、要申込・先着順） 

◇申込方法：詳細は裏面をご覧ください 

波濤を越えた近代日本人たち 

要事前申込 
（詳細裏面） 

大倉山講演会 



 

 

 
 

 
     

 

 

ご氏名（よみがな） 

 

ご連絡先 

 

ご提供いただいた個人情報は、講演会への参加確認、並びに延期・中止が決定した場合のご通知のためにのみ利用させていだきます。 

なお、本講演会の終了後、速やかに廃棄いたします。 

大

② ＦＡＸ  下記の「ご氏名（よみがな）」と「ご連絡先」を記入して、本紙

を送る(045-542-0051) 

複数名の場合は全員の氏名をご記入ください 

複数名の場合は代表者のみをご記入ください 

③ Google フォーム  下記のＱＲコードを読み取り、必要事項を入力する 

大倉精神文化研究所が主催する各イベントの

情報をメールでお届けします。受信をご希望

される方は、右のＱＲコードからご登録くだ

さい。（後日、自由に解除することができます） 

① メール  「参加をご希望される日にち」と「ご氏名（よ

みがな）」を、下記のアドレスに送る 

okuraseishinbunka@js6.so-net.ne.jp こちらから、メールアド
レスを読み取れます。 


